
（２） ２００３．２．１

２
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
高
ヶ
坂

町田市有料老人ホーム

設置指導要綱を制定
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
現
状

と
介
護
保
険
料
へ
の
影
響

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
ホ
ー
ム
自

体
が
「
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
」

の
事
業
者
と
な
り
、
入
居
者
に
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
と
、
入
居
者

が
施
設
以
外
の
事
業
者
か
ら
「
訪
問
介

護
」
等
を
受
け
る
場
合
と
が
あ
り
ま

す
。

　

町
田
市
内
に
は
４
か
所
（
ロ
イ
ヤ
ル

ラ
イ
フ
多
摩
・
サ
ン
シ
テ
ィ
町
田
・
グ

ラ
ニ
ー
町
田
玉
川
学
園
・
グ
ラ
ン
ダ
町

田
。
合
計
定
員
は
５
８
６
人
）
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
特
定
施
設
入

所
者
生
活
介
護
」
事
業
者
で
、
介
護
保

険
の
給
付
を
受
け
る
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
同
ホ
ー
ム
の
利
用
者

の
多
く
は
市
外
か
ら
の
転
入
者
が
占
め

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

は
、
住
所
地
が
同
老
人
ホ
ー
ム
に
な
っ

て
も
「
住
所
地
特
例
制
度
」
に
よ
り
、

従
前
の
住
所
地
の
自
治
体
が
介
護
に
か

か
る
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
は
、

こ
の
制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
有
料

老
人
ホ
ー
ム
が
「
特
定
施
設
入
所
者
生

活
介
護
」
事
業
者
と
し
て
指
定
を
受

け
、
多
く
の
同
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ
ま

す
と
、
市
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
利
用
者
負
担
を
除
く
残
り
９
割
の
う

ち
、　

・
５
％
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

１２

る
た
め
、
市
の
負
担
が
増
加
し
、
さ
ら

に　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
保
険
料
に
も

６５
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

要
介
護
者
の
目
標
数
を
設
定

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
要
介
護
者
の

受
け
入
れ
目
標
数
を
２
０
０
７
年
度
に

お
け
る
高
齢
者
人
口
の
０
・
３
％
に
あ

た
る
２
３
８
人
に
設
定
（
厚
生
労
働
省

が
昨
年　

月
に
示
し
た
参
酌
標
準
数
値

１２

を
準
用
）
、
利
用
目
標
を
超
え
た
場
合

に
は
有
料
老
人
ホ
ー
ム
以
外
の
建
物
用

途
に
変
更
の
要
請
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

町
田
市
内
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
を
計
画
し
て
い
る
事
業
者
に
あ
っ
て

は
、
こ
の
要
綱
の
主
旨
を
ご
理
解
の
う

町
田
市
有
料
老
人
ホ
ー
ム

設
置
指
導
要
綱
の
概
要

①
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
お
け

る
利
用
者
の
目
標
数
を
、
痴
呆
性
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
「
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護
」
と

合
わ
せ
、
２
０
０
７
年
度
（
平
成　

年
１９

度
）
に
お
け
る
高
齢
者
人
口
の
０
・
３

％
に
あ
た
る
２
３
８
人
と
し
た
こ
と
。

②
利
用
目
標
数
を
超
え
た
場
合
に
あ
っ

て
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
以
外
の
建
物

用
途
に
変
更
を
要
請
す
る
こ
と
。

③
事
業
者
は
、
東
京
都
に
対
し
設
置
の

届
出
義
務
が
あ
り
、
事
前
の
協
議
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
市
が
相

談
の
窓
口
と
な
る
こ
と
。

④
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
定
員
と
し
て
、

概
ね
１
０
０
人
の
範
囲
と
し
た
こ
と
。

⑤
居
室
の
広
さ
に
つ
い
て
は
、
一
般
居

室
、
介
護
居
室
と
も　

㎡
以
上
を
確
保

１８

す
る
こ
と
。
併
せ
て
、
ト
イ
レ
、
洗
面

設
備
の
ほ
か
、
浴
室
（
シ
ャ
ワ
ー
室
）、

電
話
接
続
口
の
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

⑥
町
田
市
民
の
優
先
入
所
と
す
る
こ
と
。

⑦
利
用
者
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
サ
ー

ビ
ス
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
―
な
ど
。

え
、
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
と
製
品
を
一
堂
に

集
め
た
展
示
会
で
す
。
製
造
業
を
中
心

と
し
た　

の
企
業
、
団
体
、
学
校
が
出

６４

展
し
ま
す
。

　

今
回
の
内
容
は
①
製
品
や
技
術
の
展

示
・
Ｐ
Ｒ
②
産
学
公
の
交
流
・
協
力
の

支
援
③
商
談
コ
ー
ナ
ー
④
各
種
助
成
金

・
支
援
施
策
の
説
明
コ
ー
ナ
ー
⑤
知
的

財
産
権
の
取
得
、
活
用
、
保
護
に
関
す

る
相
談
コ
ー
ナ
ー
⑥
パ
ソ
コ
ン
・
周
辺

機
器
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
す
。

○
日
時　

２
月
５
日
（
水
）
午
前　

時
１０

〜
午
後
５
時
、
６
日
（
木
）
午
前　

時
１０

〜
午
後
４
時

○
会
場　

ホ
テ
ル　

ザ
・
エ
ル
シ
ィ
町

田
地
下
１
階

〈
同
時
開
催
〉

【
国
道　

号
線
沿
線
商
工
会
議
所
ビ
ジ

１６

ネ
ス
交
流
会
・
Ｒ　

ミ
ニ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ビ

１６

ジ
ネ
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
】

　

市
内
外
約　

社
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

７０

ー
シ
ョ
ン
、
交
流
商
談
会
で
す
。

○
日
時　

２
月
５
日
（
水
）
午
後
１
時

〜
７
時

【
新
た
な
技
術
・
製
品
を
探
る
絶
好
の

機
会
〜
】

　

産
・
学
・
公
テ
ー
マ
別
意
見
交
換
交

流
会

　

新
製
品
開
発（
消
費
財
、
生
産
財
）、

金
型
・
精
密
加
工
、
情
報
技
術
、
ナ
ノ

テ
ク
を
テ
ー
マ
と
す
る
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

○
日
時　

２
月
６
日
（
木
）
午
後
１
時

　

分
〜
３
時

３０□問
 

町
田
市
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

事
務
局
（
町
田
商
工
会
議
所
）
11
７
２

２
・
５
９
５
７
、
商
工
観
光
課
11
７
２

４
・
２
１
２
８

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
高
ヶ
坂
」
が
オ
ー
プ
ン

　

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
高
ヶ
坂
」
が

２
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
同

施
設
は
市
内
で　

番
目
の
サ
ー
ビ
ス

４３

セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。
所
在
地
は

高
ヶ
坂
８
７
０
番
地
１
、
運
営
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
楓
の
風
が
行
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
介
護
保
険
に
よ
る

通
所
介
護
事
業
（
送
迎
、
生
活
リ
ハ

ビ
リ
、
趣
味
活
動
、
食
事
、
入
浴
な

ど
）
で
、
心
身
機
能
の
維
持
、
家
族

介
護
者
の
負
担
の
軽
減
及
び
仲
間
づ

く
り
等
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま

た
、
一
部
、
介
護
保
険
で
非
該
当

（
＝
自
立
）
と
認
定
さ
れ
た
方
も
利

用
で
き
ま
す
。
利
用
時
間
は
、
月
〜

土
曜
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
ま
で
、
一
日
の
利
用
定
員
は　

人
３０

で
す
。

□問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
高
ヶ
坂
11
７
１
０

・
０
５
７
７

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

美
郷
が　

床
増
床

３０

　

現
在
、　

床
の
同
施
設
が　

床
と

５０

８０

な
り
、
２
月
１
日
か
ら
新
た
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
所
在
地
は
小
山
町
１

８
３
４
番
地
５
、
運
営
は
社
会
福
祉

法
人
竹
清
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

□問
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
美
郷
11

７
９
７
・
０
５
６
５

町町
田田
市市
テテ
クク
ノノ
フフ
ェェ
アア
２２
００
００
３３

　

市
で
は
、
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
「
町
田
市

有
料
老
人
ホ
ー
ム
設
置
指
導
要
綱
」
を
制
定
、　

月
５
日
か
ら
施
行
し

１１

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
田
市
内
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
、
運
営
を

計
画
し
て
い
る
事
業
者
に
対
す
る
も
の
で
、
今
後
は
こ
の
要
綱
を
も
と

に
協
力
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
田
市
内
に
有
料
老
人
ホ

ー
ム
を
建
設
し
た
い
と
い
う
相
談
は
、
昨
年
一
年
間
だ
け
で
約　

件
２０

（
計
画
相
談
の
入
居
者
数
は
８
０
０
人
超
）
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
町
田
市
に
お
け
る
現
在
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
現
状
と
新
た
に
制
定
さ
れ
た
指
導
要
綱
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
介
護
課
11
７
２
１
・
３
１
３
６

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤
整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

養
護
老
人
ホ
ー
ム
合
掌

苑
が
建
て
替
え
に

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
同
施
設
の

建
て
替
え
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

竣
工
は
来
年
２
月
の
予
定
で
す
。
所

在
地
は
金
森
１
０
９
７
番
地
、
運
営

は
社
会
福
祉
法
人
合
掌
苑
が
行
っ
て

い
ま
す
。

□問
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
合
掌
苑
11
７

９
６
・
３
０
１
５

　

昭
和
八
年
九
月
八
日
、
町
田
市
の

中
心
街
で
あ
る
原
町
田
の
目
抜
き
通

り
一
帯
が
大
火
に
見
舞
わ
れ
、
必
死

の
消
火
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原

町
田
郵
便
局
や
瀬
谷
銀
行
を
は
じ

め
、
商
店
、
住
宅
な
ど
約
百
十
戸
ほ

ど
を
焼
失
し
、
罹
災
者
約
五
三
〇
人

ほ
ど
の
大
被
害
と
な
っ
た
。
こ
の
大

火
に
つ
い
て
は
、
昔
か
ら
住
ん
で
い

た
当
地
の
人
の
ほ
か
は
一
般
に
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
実
際
に
見
聞

き
し
た
人
も
既
に
物
故
者
多
く
、
こ

こ
で
改
め
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
年
は
、
折
か
ら
の
旱
天
続
き

で
乾
燥
し
き
っ
て
い
た
う
え
に
、
水

利
も
悪
く
、
消
火
設
備
も
貧
弱
で
あ

っ
た
た
め
に
、
思
わ
ぬ
大
火
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
今
の
原
町
田
三
丁

目
、
四
丁
目
辺
り
の
主
要
部
分
は
ほ

と
ん
ど
焼
け
野
原
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
、
原
町
田
の
商
店
街

は
、
八
王
子
か
ら
横
浜
に
至
る
街
道

（
今
の
中
央
通
り
）の
宿
場
町
と
し
て

発
展
し
た
細
長
い
町
並
で
、
道
路
も

狭
く
、
馬
の
背
状
の
台
地
に
あ
り
、

水
利
は
境
川
と
芹
ヶ
谷
方
面
の
恩
田

川
に
依
存
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

両
川
と
も
水
量
に
恵
ま
れ
ず
、
町

か
ら
も
遠
く
離
れ
て
い
た
た
め
に
、

ホ
ー
ス
を
何
本
も
延
長
し
、
困
難
な

消
火
活
動
と
な
っ
た
。
当
時
は
今
の

よ
う
な
強
力
な
ポ
ン
プ
自
動
車
な
ど

地
元
に
は
な
く
、
二
五
〇
名
ほ
ど
の

消
防
団
員
が
手
押
し
ポ
ン
プ
で
立
ち

よ
く
両
親
か
ら
話
し
を
聞
い
た
。

　

そ
の
頃
の
原
町
田
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
建
物
な
ど
皆
無
で
、
す
べ
て
木

造
家
屋
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
三

丁
目
辺
り（
今
の
ホ
テ
ル　

ザ
・
エ
ル

シ
ィ
付
近
）の
復
興
に
あ
た
っ
て
は
、

す
べ
て
の
商
店
が
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
を

し
て
両
側
に
歩
道
を
設
置
し
、
通
り

を
広
く
す
る
と
い
う
近
代
化
が
は
か

ら
れ
た
。
こ
れ
は
今
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
と
な
っ
て
こ
の
辺
り
の
町
並

を
整
え
て
い
る
。

　

当
時
の
町
田
町
は
人
口
約
五
千

人
、
昭
和
二
年
に
小
田
急
線
が
開
通

し
て
俄
に
活
気
づ
い
た
が
、
ま
だ
ま

だ
田
舎
の
小
さ
な
町
で
あ
っ
た
。
戦

中
は
、
八
王
子
や
横
浜
の
よ
う
な
米

軍
の
爆
撃
（
郊
外
の
一
部
に
は
あ
っ

た
が
）
も
免
れ
、
こ
れ
は
幸
い
で
あ

っ
た
が
、
本
格
的
な
都
市
計
画
の
実

施
は
そ
の
分
後
れ
を
と
っ
た
。
い
わ

ば
、
つ
い
最
近
ま
で
町
並
は
江
戸
の

頃
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
く
、
バ

ス
も
消
防
自
動
車
も
容
易
に
入
り
こ

め
な
い
市
街
地
で
あ
っ
た
。

　

今
年
は
、
こ
の
原
町
田
大
火
の
七

十
年
目
に
当
た
る
。
私
は
時
に
、
Ｊ

Ｒ
町
田
駅
前
の
デ
ッ
キ
に
立
っ
て
、

新
装
な
っ
た
中
心
街
の
町
並
を
感
慨

を
も
っ
て
眺
め
る
こ
と
が
あ
る
。
三

方
に
都
市
計
画
道
路
が
伸
び
、
街
路

も
よ
う
や
く
整
備
さ
れ
て
、
も
う
余

程
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
原
町
田
の

大
火
の
再
現
は
な
い
だ
ろ
う
と
思

う
。
消
防
力
も
当
時
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
最
近
、
大
き

な
地
震
に
つ
い
て
の
要
注
意
の
説
も

多
く
、
防
災
に
強
い
町
づ
く
り
は
ま

だ
ま
だ
必
要
と
思
う
。

（
な
お
、
本
稿
は
、
『
町
田
郷
土

誌
』森
山
兼
光
、『
町
田
街
道
』
下
村

栄
安
、
両
書
を
参
考
に
し
て
い
る
）

原
町
田
三
丁
目
辺
り　

森
山
兼
光

氏
提
供

向
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
近
隣
の
消
防

団
の
応
援（
厚
木
、八
王
子
、西
戸
部
、

世
田
谷
な
ど
）も
駆
け
つ
け
た
が
、

い
ず
れ
も
水
利
不
足
で
苦
労
し
た
。

　

こ
の
大
火
を
報
道
し
た
翌
日
の

『
東
京
日
日
新
聞
』
に
よ
る
と
放
火

説
が
多
い
と
し
て
い
る
。
町
田
警
察

署
の
熱
心
な
捜
査
に
よ
り
、
間
も
な

く
放
火
犯
人
で
あ
る
少
年
が
逮
捕
さ

れ
た
。
私
は
当
時
二
才
の
幼
児
で
何

の
記
憶
も
な
い
が
、
家
が
火
災
場
所

に
近
く
、
こ
の
大
火
に
つ
い
て
は
よ

ほ
ど
恐
ろ
し
い
思
い
を
し
た
よ
う
で

原
町
田
大
火

そ
の
５

　

町
田
市
長寺

田　

和
雄

町
田
発　

世
界
へ
、
未
来
へ
。

育
て
よ
う
、
街
で
生
ま
れ
た
こ
の
工
業

　
!!


